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早春に咲く梅
早容の訪れを告げるかのよ

うに、良い香りの花を聞く梅。

「京嵐吹かば匂いおこせよ梅

の花 主人なしとて容な忘れ

そ」。歌人菅原迫真が庭の梅

にむかつて詠んだ歌は有名。

石
廊
崎
製
明

一
九
六
三
年

(昭
和
泊
年
)

平塚市美術館

1 月29日~5月13日

)It 

三初
三期
主主乍
さ昂
重方
言ら
三絶
主筆
三ま
誓支?

平
塚
市
美
術
館
で
は
、

一
月
二
十
九
日
(
土
)
か
ら
三
月
十
三
日
(
日
)
ま
で
、
企
画
展
「
本

荘
魁
回
顧
展
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
郷
土
に
生
ま
れ
育
っ
た
本
荘
組
氏
の
初
期
作
品
か
ら
絶
鍍

ま
で
の
洋
画
、
日
本
画
、
紫
捕
な
ど
約
八
十
点
の
代
表
作
を
展
示
し
、
氏
を
顧
み
ま
す
。
企
画
展

は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が
美
術
に
親
し
む
よ
い
機
会
で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

1971年 (昭和46年)

本
荘
魁
氏
は
、
明
治
三
十
九

年

こ

九

O
六
年
)
に
平
塚
市

根
坂
間
に
生
ま
れ
、
幼
い
こ
ろ

か
ら
祖
父
や
父
の
影
響
を
う
貯

て
、
絵
画
に
親
し
ん
で
い
ま
し

た
。
十
四
、
五
歳
の
こ
ろ
画
家

に
な
ろ
う
と
心
に
決
め
、

若
年

か
ら
精
進
を
怠
る
と
と
ろ
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
春
陽
会

の
展
覧
会
に
初
め
て
入
選
し
た

の
は
、
昭
和
九
年
二
九
三
四

年
)
の
こ
と
で
す
。
本
荘
氏
は

こ
の
年
二
十
八
歳
を
数
え
て
い

た
の
で
、
世
に
出
る
に
は
決
し

て
早
い
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。そ
れ
と
い
う
の
は
、

美
術
学

校
へ
の
進
学
を
周
囲
の
反
対
で

果
た
せ
ず
、
師
範
学
校
へ
入
学
し

大
正
十
五
年
(
一
九
二
六
年
)

大
磯
尋
常
高
等
小
学
校
の
教
師

に
な
っ
た
か
ら
で
す
。
し
か

し
、
こ
れ
だ
け
の
理
由
で
は
な

く
、
本
荘
氏
自
身
の
芸
術
に
対

す
る
心
が
き
わ
め
て
厳
し
く
、

納
得
い
く
ま
で
妥
協
を
ゆ
る
さ

な
い
と
い
う
、
自
分
自
身
の
姿

勢
も
あ
り
ま
し
た
。

本
荘
氏
が
教
師
に
な
っ
た
二

年
後
、
同
じ
学
校
に
洋
画
家
井

上
三
綱

(
一
八
九
九
年

1
一
九

八
一
年
)
が
赴
任
し
ま
す
。

三

綱
は
す
で
に
同
郷
の
先
輩
坂
本

繁
二
郎
に
師
事
し
、
帝
展
に
出

品
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
新
進

画
家
で
し
た
。
こ
の
三
綱
と
の

出
会
い
か
ら
、
芸
術
観
や
人
間

観
を

一
変
さ
せ
る
ほ
ど
、
大
き

な
影
響
を
う
け
ま
す
。
そ
れ

は
、
絵
画
を
描
く
こ
と
は
、
自

秋海裳

己
の
人
間
形
成
と
そ
の
表
現
の

探
求
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う

も
の
で
し
た
。

井
上
三
綱
の
す
す
め
で
、
昭

和
九
年
春
陽
会
に
初
出
品
し
た

「
切
株
」
は
初
入
選
し
ま
す
。

こ
こ
で
石
井
鶴
三
に
認
め
ら
れ

優
遇
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
表

現
上
の
大
き
な
啓
示
を
受
け
る

と
と
に
な
り
ま
す
。
鶴
三
に

「あ
な
た
の
作
品
で
は
か
も

の
。
の
袈
側
が
描
貯
て
い
な

い
」
と
指
摘
さ
れ
、
対
象
の
量

や
空
間
を
確
実
に
つ
か
む
こ
と

が
造
形
の
基
本
で
あ
る
こ
と
を

教
え
ら
れ
る
の
で
す
。

も
う

一
人
、
本
荘
氏
の
絵
画

に
探
く
影
響
を
お
よ
ぼ
し
た
人

物
が
臼
本
画
家
安
回
収
彦

こ

八
八
四
年

5
一
九
七
八
年
)
で

す
。
氏
は
、
早
く
か
ら
大
磯
の

安
田
邸
に
出
入
り
を
許
さ
れ
、

尊
敬
す
る
収
彦
か
ら
教
え
を
こ

い
、
日
本
や
東
洋
の
古
典
、
伝

統
を
学
び
ま
す
。
以
後
、
日
本

画
の
制
作
も
盛
ん
に
行
い
、
日

本
人
な
ら
で
は
の
洋
画
を
目
指

し
て
努
力
を
重
ね
、

昭
和
十
五

年
に
春
陽
会
貨
を
受
賞
す
る
な

ど
、
画
家
と
し
て
の
評
価
を
確

立
し
ま
す
。
そ
し
て
、
昭
和
二

十
八
年
こ
九
五
三
年
)
春
陽

会
の
会
員
に
な
り
ま
す
。

昭
和
三
十
九
年
二
九
六
四

年
)
土
沢
中
学
校
を
最
後
に
教

職
を
退
き
、
昨
年
九
月
に
そ
の

生
涯
を
終
え
る
ま
で
、
画
業
一

筋
に
専
念
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
画
風
は
、
繊
細
な
感
性

と
高
潔
で
深
い
精
神
性
を
た
た

え
、
各
方
面
か
ら
高
い
評
価
を

得
て
い
ま
す
。
氏
の
人
柄
そ
の

も
の
と
い
え
る
画
風
を
慕
う
後

進
や
熱
心
な
フ
ァ
ン
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
昭
和

四
十
六
年
に
丹
沢
山
践
に
ア
ト

リ
エ
を
移
し
て
か
ら
は
、
制
作

と
思
索
に
専
念
し
て
い
た
た

め
、
発
表
活
動
も
少
な
く
、
大

規
模
な
展
覧
会
の
開
催
が
待
た

れ
て
お
り
ま
し
た
。

本
展
覧
会
は
、
本
荘
魁
氏
の

画
業
を
通
観
す
る
も
の
と
し
て

準
備
さ
れ
ま
し
た
が
、
氏
は
そ

の
開
会
を
待
た
ず
に
惜
し
く
も

昨
年
九
月
二
十
三
日
に
他
界
さ

れ
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
本
展
覧
会
は

回
顧
展
と
し
て
開
催
さ
れ
る
も

の
で
あ
り
、
自
ら
求
め
続
け
た

氏
の
芸
術
世
界
を
、
初
期
作
品

か
ら
絶
鋸
ま
で
の
洋
画

・
日
本

画
、
紫
描
な
ど
約
八
十
点
に
よ

っ
て
紹
介
し
ま
す
。

回
顧
展
の
開
催
要
項

マ
期
間

1
月
却
日

(
土
)

1
3月
日
日
(
臼
)

マ
開
館
時
間

午
前

9
時
初
分

3
午
後
4
時
叩
分

マ
休
館
日
毎
週
月
暇
臼

マ
観
覧
料

一一
般
三
百
円
、
大

学

・
高
校
生
二
百
円
、
中
学

・

小
学
生
百
円

・
問
い
合
わ
せ
平
塚
市
美
術

館
(
屯
話
お

l
一一

一
一
一
)

1990年 (平成2年)
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(2) 平成6年 2月 1日広報ひらつか

歴
史
的
に
価
値
の
あ
る
貝
塚
や
、
古
墳

な
ど
が
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
土

地
を
、
住
宅
の
建
設
な
ど
で
開
発
す
る
場

合
は
、
事
前
の
発
掘
調
査
が
必
要
で
す
。

調
査
は
、
ま
ず
即
日
掘
を
行
い
、
遺
跡
の

存
在
を
確
認
し
た
後
、
遺
跡
調
査
会
に
依

頼
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

私
た
ち
の
祖
先
の
姿
を
、
現
在
、
そ
し

て
未
来
に
伝
え
る
貴
重
な
文
化
財
務
}
、
大

切
に
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う。

写真トビvクス
第520号

古
代
の
ロ
マ
ン
を
発
掘

歴史・文化の正しい理解を

公民館まつりの日程
公民館まつりの日程が決まった。日

ごろの公民館活動の成果の発表や地域

のふれあいの場として、今回も多くの

催し物が用窓される。お出掛貯を。

手呈日

(日)

公民館

中央

4主主 義
須賀

松原

寓士見

才E *-
大野

八幡

四之宮

中原

松が丘

南原

神田

横内

大 神

金回

土屋

吉沢

金田

岡崎

量豊 田

城島

旭南

丸旦 ::11:: 

申
し
込
み
は
、
は
が
き
に
参

一

一Tm平
塚
市
浅
間
町

加
さ
れ
る
方
全
員
の
住
所
、
氏

一
9
1
1

平
塚
市
役
所
広
報
広

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入

一
聴
探

(内
線
三
一
五
)

へ。

ぜ
ひ
、
ご
参
加
を
。

マ
実
施
臼

3
月
9
日
(
水
)

・
集
合
市
役
所
市
民
ホ
ー
ル

午
前
8
時
印
分

マ
コ
l
ス

市

役

所

(
9時
)

1
栗
原
ホ
l
ム
S
湘
南
平

1
七

国
荘
(
昼
食

)
1土
屋
霊
園

3
遠
藤
原
一
般
廃
棄
物
最
終
処

分
場

1
市
役
所

(
3時
叩
分
)

マ
定
日

刊

人

(先
着
順
)

マ
持
参
す
る
物
参
加
票
、
弁

当
、
雨
具

の
う
え
、

国
際
理
解
講
座
聞
く

国
際
社
会
の
中
で
、
私
た
ち

が
置
か
れ
て
い
る
状
況
を
考
え

て
み
る
、
国
際
理
解
駒
座
が
今

年
も
聞
か
れ
る
。
多
数
の
方
の

ご
出
席
を
。
入
場
自
由
。

細心の注意を払って

出
土
品
は
復
元
し
保
存
す
る

か
じ
か
む
手
で
配
録
す
る

{
外
国
人
労
働
者
の
問
題
に
つ

い
て
}

マ
日
時

2
月
四
日
(
金
)
午

後
2
時

5
4時

マ
会
場

M
N
ピ
ル
口
階
第
2

会
議
室

マ
講
師
東
海
大
学
国
際
学
科

教

授

前

島

巌

氏

{
G
A
T
T
-
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ

ウ
ン
ド
と
日
本
}

マ
日
時

2
月
幻
自

(
日
)
午

後
2
時
1
4時

マ
会
場

M
N
ピ
ル
日
階
第
2

会
議
室

マ
講
師
東
海
大
学
国
際
学
科

助

教

授

若

林

宏

氏

{
新
し
い
ア
ジ
ア
の
在
り
方
}

マ
日
時

3
月
4
日
(
金
)
午

続着ピデ苅

後
2
時

5
4
時

マ
会
場
中
央
図
曹
館
3
階
大

会
議
室

マ
講
師
東
海
大
学
国
際
学
科

教
授
金
子
熊
夫
氏

※
定
員
各
一
五

O
人

※
問
い
合
わ
せ
先
交
流
親
善

課
(
内
線
五
九
七
)

中
小
企
業
講
座

15日 ・13: 00~14 : 00 

15日 ・14: 30~15 : 20 

15日 ・15: 30~16 : 00 

• 15 : 00~16 : 00 

• 13 : 30~14 : 30 

• 15 : 00~16 : 00 

• 13 : 00~14 : 00 

• 15 : 00へ-16: 00 
• 13 : 00~13 : 50 
• 14 : 10~14 : 40 

• 15 : 10【ザ16:10 

• 15 : 00~16 : 00 

• 13 : 00~13 : 30 

• 13 : 40~14 : 30 

• 15 : 00~16 : 00 
• 13 : 30~14 : 30 

• 15 : OO~ 16 : 00 

移動図書館の日程(雨天は中止)

土屋小学校 2月15日

吉沢小学校 15日

吉沢公民館 15日

松延小学校 16日

金目小学校 17日

みずほ小学校 17日

ふじみ野 18日

旭陵中学校 18日

港小学校 22日

海宝寺 22日

盛田公民館 22日

松が丘公民館 23日

城島小学校 24日

城島公民館 24日

岡崎小学校 24日

浄心寺 25日

金田公民館 25日

3月 1日
1日

1日

28  

3日

3日

4日

4臼

8日

8日

8日

9日

10日

10日

10日

11日

11日

階
大
ホ
1
ル
受
講
料
無
料

マ
定
員
二
百
人
(
先
着
順
)

マ
テ
1
マ
ど
う
な
る
今
年
の

日
本
マ
講
師

2月25日(金) ~27日{臼)

3月12日(土) ~13日 ( 臼〉

2月18日(金) ~20日(白)

2月26日(土) ~27ロ (日)

3月 5日(土)~ 6 臼(日)

2月26日(土) ~27日 (日)

2月27日(臼)

3月 5日(土)~ 6臼(日)

3月 5日(土)~ 6日(同)

2月初日(土)

3月 5日(土)~ 6 臼

3月13臼(日)

3月 5日(土)~ 6日(日〉

3月 5日(土)~ 6 日( 日)

2月12日(土)~13門(日〉

3月 5日(土)~ 6 日(日)

3月 5日(土)~ 6 日(日)

3月12日(土) ~13回(日)

3月 5日(土)~ 6 日(日)

2月26日〈土) ~27臼(臼)

3月 5日{土) ~6 臼 (臼)

3月 5日{土)~ 6日(臼)

3月 5日(土)~ 6臼(日)

3月13日 (臼)

3月12日 (土) ~13日 ( 日 )

2月19日 (土) ~20日(日 )

3月 5臼 (土)~ 6 日(日)

2月初日(土) ~27日(日)

揺
れ
動
く
政
局
と
不
透
明
な

経
済
の
ゆ
く
え
に
つ
い
て
、
フ
(
電
話
ね

l
六
三
ニ
九
)

リ
1
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
高
野
孟

{神
奈
川
県
技
能
士
協
会
「
第

氏
の
講
演
会
が
聞
か
れ
る
。
口
回
広
告
美
術
作
品
展
」

}
2

マ
日
時

2
月
幻
自

(水

)

午

月

3
日
(
木
)
5
8
日
(
火
)

後
2
時

1
4時

{フ
ォ
ト
花
水
写
真
展
}
2
月

マ
会
場
平
塚
商
工
会
議
所
3

M

日
(
木

)
1日
目
(
火
)

シ

シ

チ

一

ム

ラ

フ

ン

ン

ン

グ

一

一

一

一

一

日

ン

ツ

ツ

マ

ア

プ

ル

レ

ウ

ソ

ン

カ

ャ
ア

ユ

の

叫

テ

セ

イ

イ

リ

ャ

ド

ア

ラ

イ

ロ

一

シ

ベ

ヒ

ォ

4

7

コ

ド

レ

ギ

キ

ル

・

ブ

ュ

ト

パ

ツ

・

ナ

一

ア

ト

=
ラ

ス

・

ク

・

・

・

イ

・

ジ

ス

・

ネ

ス

ド

ピ

m

m

才
ポ

・
ド

・

一

ク

ン

デ

ス

・

ム

ン

・
ク

・
入

何

日

広

ズ

ン

一

一

グ

リ

ン

ラ

ツ

ン

ン

一

ラ

ピ

ツ

ス

購

館

監

コ

一

チ

ワ

リ

ン

テ

ラ

ア

ウ

レ

マ

て

ア

ア

ア

マ

ネ

、

密

E

・

ワ

一

ハ

ン

キ

綿

フ

で

ラ

一

れ

・

一

グ

は

図

M
ド

ア

マ

答

タ

一

平

い

ト

ク

け

ノ

か

ン

パ

ア

オ

央

叫

一

-

る

ス

ヤ

地

な

イ

賭

抱

ア

ン

桶

・
デ

中

山
J

オ

一

て

ざ

シ

た

さ

ナ

語

る

に

リ

ム

ボ

廿

を

一
ピ

な

フ

タ

く

れ

ツ

れ

殺

一

物

な

夜

ジ

一

ム

か

翼
リ
の

の

・

フ

し

か

イ

は

を

マ

鹿

商

い

エ

イ

の

に

ア

載

雨

ス

ア

恋

招

フ

失

愛

サ

子

華

熱

フ

タ

愛

愛

メ

掲

。

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

O

ER
部

フ
リ
l
ジ
ャ

I
ナ
リ

官
伝。

ス
ト

高
野

孟
氏

マ
対
象
市
内
中
小
企
業
関
係

者マ
申
込
先

工
業
労
政
課
(
内

線
五
五

O
)

{春
の
花
き
展
}
2
月
口
日

(木
)
i
n
日
(
火
)

{有
雅
陶
陶
芸
展
}
2
月
例
日

(木
)
3
3
月
1
日
(
火
)

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

-
中
央
公
民
館
2
階
(
電
話
UM

I--
一
一
一
一
)

{神
奈
川
現
展
小
作
展
(
絵

画
、
写
真
、
彫
刻
)
]
2
月
1

日

(
火
)
56
日
(
日
)

{
J
A
湘
南
婦
人
部
家
の
光
大

会
(
作
品
展
示
)
}
2
月
9
日

(
水
)
{神
奈
川
県
下
書
初
展
覧
会
}

2
月
日
日
(祝
)
S
U
日
(
日
)

{平
塚
市
立
学
校
教
職
只
互
助

会
文
化
展
}
2
月
刊
臼
(
水
)

3
初
日
(
目
)

{ち
ゅ
う
お
う
F
E

S
T
A

(展
示
部
門
)
}
2
月
お
日

(金

)
3幻
自
(
日
)

みんなで楽しく健康ランニングっとい高齢化粧会を
自分のペースで楽しく走る

2月27日(日)

午前10時 開会式

平塚のはらっぱ

一般男子の部、 一般女子の部 3km 

一般の部、ファミリーの部 2 km 

・一般の部は中学生以ヒ、ファミ リーの部

は小学生までとし、保護司咋と同時にゴー

Jレする

⑨申し込み 2月 8日(火)までに平塚球場

内体育課(電話31-3060)へ申し込む(電

話でもよい)

※完走者全員に完走証と記念品を贈る

とき

集合場所

. :f1fi臼

小林完否フ・ロフィール
11本テレビアナウンサーとしてニュース番組で
祈刷。 J~αはフリーアナウンサーとして、 r;.ru 
跡J rN C NニュースJに出減しながら鱗演活
!lVJを続けている。

映画と講演

2月18日(金)

午後 1時""'4時

ところ 中央公民館
映画「地域にいきづく

シルバーボランティアJ
高齢化社会への対応

小林完吾氏

フ リーアナウンサー

・入初無料先約700人

-問い合わせ制祉政策謀(内線505)

きと

講演

講師
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-
頭
が
す
っ
き
り
し
な
い
2

自
が
疲
れ
る
3
と
き
ど
き
品

が
つ
ま
る
4
め
ま
い
を
感
じ

る
こ
と
が
あ
る

5
立
ち
く
ら

み
を
す
る
こ
と
が
あ
る
6
耳

鳴
り
の
す
る
こ
と
が
あ
る

7

口
内
炎
が
で
き
や
す
い

8
の

ど
が
痛
く
な
る
乙
と
が
多
い

9
舌
が
白
く
な
っ
て
い
る
こ
と

が
あ
る
刊
食
欲
が
な
い
日

目
が
も
た
れ
る
ロ
腹
が
は
る

日
目
が
と
る
M
背
中
や
腰
が

痛
く
な
る
日
な
か
な
か
疲
れ

が
と
れ
な
い
団
体
重
が
減
っ

た
口
疲
れ
や
す
い
日
起
き

る
の
が
つ
ら
い
日
仕
事
(
家

事
)
へ
の
や
る
気
が
な
く
な
っ

た
初
寝
つ
き
が
わ
る
い
幻

夢
を
よ
く
見
る
幻
夜
中
に
自

が
党
め
た
あ
と
、
な
か
な
か
寝

つ
け
な
い
お
急
に
息
苦
し
く

な
る
M
動
き
を
う
つ
こ
と
が

あ
る
お
胸
が
痛
く
な
る
こ
と

が
あ
る
お
か
ぜ
を
ひ
き
や
す

い
幻
イ
ラ
イ
ラ
す
る
こ
と
が

多
い
お
手
足
が
冷
た
い
こ
と

が
多
い
m
手
や
わ
き
の
下
に

汗
を
か
き
や
す
い
初
人
と
会

う
の
が
お
っ
く
う
に
な
っ
て
き

たマ
判
定
基
準
O
の
数
が

・
5
以
下
問
題
な
い

-
6
1
M
軽
い
ス
ト
レ
ス

-
u
i
m
ス
ト
レ
ス

-
訂
以
上
要
診
察
。
専
門
医

へ

{
リ
ラ
ッ
ク
ス
法
〕

はがきに赤ちゃんの名前、性別、生年月日と両親の住

所、氏名、年齢、電話番号、会社名を記入のうえご応

iSEください。対象は 1歳未満の赤ちゃんで・す。応募
されたはがき(1 日掲載分は26 日~10日締め切り、

15日掲載分は11 日 ~25日締め切り)は、抽選に
より広報紙に掲載します。今回は10人応募。
合送り先 〒 254平塚市浅間町9- 1 

平塚市広報広聴課「赤ちゃんの

ステー ジJ係

マ
リ
ラ
ッ
ク
ス
反
応

「
ハ
ー
バ

ー
ド
方
式
」

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
H
・
ベ

ン
ソ
ン
氏
ら
に
よ
っ
て
提
唱
さ

れ
た
リ
ラ
ッ
ク
ス
法
で
、

1
日

に
1
3
2
回
行
う
こ
と
で
日
常

生
活
の
ス
ト
レ
ス
を
、
そ
の
つ

ど
解
消
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

①
楽
な
姿
勢
で
静
か
に
座
り
、

自
を
閉
じ
、
足
先
か
ら
順
に
全

身
の
筋
肉
の
緊
張
を
ほ
ぐ
す

②
品
で
静
か
に
息
を
吸
い
込

み
、
品
と
口
か
ら
ゆ
っ
く
り

「ひ
と
l
つ
」
と
怠
を
吐
き
な

が
ら
全
身
の
力
も
抜
く
。
も
う

一
度

「
ひ
と
1
つ
」
・

③
m
i
m
分
続
げ
た
あ
と
で
静

か
に
時
計
を
見
る
。
タ
イ
マ
ー

な
ど
鳴
ら
し
た
り
せ
ず
、
時
計

を
見
て
見
当
を
つ
け
る
。
そ
の

ま
ま
回
を
閉
じ
て
1
3
2
分

間
、
つ
ぎ
に
目
を
聞
い
て
2

5
3
分
間
静
か
に
閉
じ
盗
勢
で

い
る
。
1
回

5
分
間
で
も
か
ま

わ
な
い

(
健
康
課
)

思
春
期
の
生
と
性

思
春
期
の
子
供
を
と
り
ま
く

性
の
部
境
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
と
ら
え
、
ど
の
よ
う
に
教

え
た
ら
よ
い
か
な
ど
、
共
に
考

え
る
つ
ど
い
が
聞
か
れ
る
。
ぜ

ひ
ご
参
加
を
。

マ
日
時
2
月
8
日
(
火
)
午

後
1
時
叩
分
5
3
時
叩
分

マ
会
場
奨
術
館
講
堂

マ
定
員
一
五
O
人

マ
参
加
費
無
料

マ
テ
l
マ
「
思
春
期
の
生
と

性
」
子
供
の
豊
か
な
成
長
の
た

め
に
マ
鰐
師
東
京
都
幼
・
小
・
中
・

高
性
教
育
研
究
会
会
長
遠
藤

秀
夫
氏

マ
問
い
合
わ
せ
先
児
童
福
祉

課
(
内
線
二
二
ハ
)

心
の
健
康
相
談

平
塚
保
健
所
で
は
、
心
の
悩

み
、
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
、
ア
ル
コ
ー

ル
等
の
悩
み
を
持
つ
本
人
、
家

族
を
対
象
に
し
た
心
の
健
康
相

談
を
毎
月
聞
い
て
い
る
。

マ
2
月
分
日
程
2
月
2
日

(
水
)
、

9
日
(
水
)

糖
尿
病
教
室
開
く

糖
尿
病
と
上
手
に
つ
き
あ
う

た
め
の
教
室
が
聞
か
れ
る
。

マ
日
程
2
月
幻
臼

(
月
)
、

μ
臼
(
木
)
、
3
月
4
日

(
金
)
、

日
日
(
金
)
の
4
日

間
1

コI
ス

・
時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
1
時

却
分
3
3
時
却
分
(
た
だ
し
、

3
月
日
日
の
み
午
前
日
時
1
午

後
2
時
)

マ
会
場
平
塚
保
健
所

マ
内
容
糖
尿
病
と
食
事
、
治

療
に
つ
い
て
、
運
動
の
効
果
、

調
理
実
習
な
ど

マ
対
象
糖
原
病
の
方
と
そ
の

家
族
マ
申
込
先
2
月
日
日
(
金
)

ま
で
に
平
塚
保
健
所
(
電
話
詑

ー

o一
一
一
一
O)
へ
。

①
単
備
体
操
、
整
理
体
操
を

・

ず
る
(
運
動
中
の
ケ
ガ
を
防

・

ぎ
、
運
動
後
の
疲
労
を
と

る
)
、
②
心
拍
数
で
自
分
の

・

ぺ
1
ス
を
知

る

(
運
動
直
後

自

の
脈
拍
が
運
動
前
の
刊
1
河

・

軒
増
が
望
ま
し
い
)
、
③
自

・

分
に
合
っ
た
靴
を
選
ぶ
(
靴

ず

れ

や

脚

の

疲

労

を

防

・

ぐ
)
、
④
目
標
は
1
回
1
万

・

歩、

加
分
以
上
で
毎
日
続
け

・

る
、
⑤
い
つ
で
も
好
き
な
時

・

聞
に
歩
く
(
通
勤
上
や
買
い

・

物
の
往
復
を
利
用
し
て
気
軽
・

に
)
そ
し
て
、
楽
し
ん
で
歩

。

く
工
夫
も
盟
要
な
ポ
イ
ン
ト

，

で
あ
る
。

健
康
ひ
と
く
ち
メ
モ

気
軽
に
ウ
オ
ー
ク

近
ご
ろ
は
、
日
常
身
体
を

使
う
こ
と
が
少
な
く
、
運
動

・
不
足
に
よ
る
健
康
障
害
を
起

'
こ
す
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

一
運
動
不
足
を
解
消
す
る
一
つ

一
の
方
法
と
し
て
、
ウ
ォ
l
キ

'
ン
グ
が
あ
る
。
そ
と
で
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
を
す
る
た
め
の
い

.
く
つ
か
の
ポ
イ
ン
ト
を
述
べ

て
み
よ
う
。

中
陽
太
郎
氏

マ
申
込
先
平
塚
保
健
所

(電

話
詑
1
0
一一ニ

O
)

(
健
康
課
)

ン
タ
1

マ
定
員

・

時

間

は

い

ず

れ

も

午

後

1

時

能

)

初

分

3

3

時

却

分

マ

日

時

2

月

口

日

(

木

)

午

マ

講

師

横

浜

国

立

大

学

教

授

マ
会
場
平
塚
保
健
所
(
訪
問
後
2
時
3
4

時

田

代

洋

一
氏

相

談

も

可

)

マ

場

所

中

央

公

民

館

4

階

小

米

問

題

を
考
え
る
消
費
者

の

マ

テ

1
マ
米
問
題
を
考
え
る

マ
担
当
者
精
神
科
医
、

ケ

1

ホ

1

ル

つ

ど

い

が

聞

か

れ

る

。

マ

申

込

先

平

塚

保

健

所

(電

ス
ワ
1
カ
1

マ

テ

1

マ

心

豊

か

な

人

生

の

マ

日

時

2

月

口

日

(

木

)

午

話

詑

|

O

一

三

O

)

、

平

塚

消

マ

申

込

先

平

塚

保

健

所

(

電

た

め

に

後

1

時

1

3

時

費

生

活

セ

ン

タ

ー

(

電

話

詑

|

話
ロ
l
O
一
三
O
)
予
約
制
マ
鱗
師
作
家

・
評

論

家

小

マ

会

場

二
宮
町
社
会
福
祉
セ
四
O
九
五
)

-弘、.
2

6

0
市
民
相
談
室

(
市
役
所
1
0消
費
生
活
相
識
毎
週
金
曜

ィ
ア
相
談
毎
週
月
1
金
曜
日

d
w
r

川

az'

階
)
電
話
お
|
一

一
一
一
内
線
日
9
時
S
M
時

8
時
泊
分
5
口
時

間

勺

」

企

画

二

九

三

O

一

般

相
厳

重

月

1

金

曜

O

結
婚
相
談

毎
週
日
曜
日
刊

…

…

A
V

桜

般

務

紋

ふ

‘

。
人
権
法
律
相
践
・
長
相
談

日

9
時

S

M

時

時

1

日

時

(

除

く

第

3

日

曜

日

)

山

中…

・

9
-
2
2将
券
2
月
1
自
(
火
)
、
回
目
。
青
少
年
相
鍛
室

(
市
民
セ
ン

O
母
子
相
較
・
重
量
相
談

治

川

‘
ベ

2
卜

r
・h.
4

J
，

(
火
)
日
時
t

M

時

タ

1

2

階

)
包
括
M|
七

一

三

毎

週
月
5
金
曜
日
9
時
3
M
時

一
m

m

k
E
E
V

O

一
般
法
律
相
談
2
月
2
日

一

O

高
齢
者
職
盛
時
相
談
毎
週
月

一
m

t

B

・mg
(

水
)
、

9
日
(
水
)
、
M
目
。
悩
み
ご
と
は
砂
ヤ
ン
グ
テ
レ

1
金
曜
日
9
時
泊
分
S
M
時

沼

崎

A

，ppl
y
(水)
日
時
i
M
時
予
約
制

ホ
ン
。
電
話
お
1
七
八
三
0

0
婦
人
相
談

2
月
刊
日

…
m

vザ
合
同
一品

V
U
め

問

。
登
記
供
託
測
量
担
説

2
月
毎
週
月
1
金
曜
日
9
時
s
m
時
(
木
)
日
時
1
日
時

…叫

4

4
6
一

川
旬
、
一

日
日
(
金
)
日
時
5
M
時
加
分
(
土
曜
日
は
日
時
1
M
時
@子
ど
も
警
相
談
セ
ン
タ
ー

い……

司

、

。
住

宅

相

談

2

月

日

日

卸

会

審

お

l

六

O

三

毎

週
月

.
m

E

E

9

(

火

)

日

時

i

M

時

@
福
祉
会
館
地
話
お
l
二
三

5
金
一
曜
日
9
時
1
口
時
(
包
括

和
m

m
yr--hN?戸
O
発
明
考
案
特
許
相
鍛
2
月

一ニ三

相
談
毎
週
月
1
土
曜
日
、
除
く

・一

川

A
S

W

以
見
'
説
明

7
臼
(
月
)
叩
時
1
日
時
O
専
門

(
法
律
、

金
融
、
住

第
2
土
昭
日
)

日…

-
b

俗
球
場
ザ
2
F
タ
O
下
請
取
引
相
談
2
月
口
日

宅
、
医
療
)
相
談

2
月
刊
目
。
保
健
セ
ン
タ
ー
電
話
M
l

一仰

い

A
'
e
(木
)
日
時
却
分
i
M
時

(
木
)
日
時
初
分
1
日
時
加
分
O=一一一

…
m

p

喜
市
川
1

0

定

例
年
金
相
桜
2
月

刊

日

予

約

制

。

成
人
病
相
談

毎
週
火
曜
日

…

よ
い
・

一

i

(
木
)
叩
時
5
日
時

O
生
活
毒
相
殴
・
ポ
ラ
ン
テ

9
時
却
分
S
U
時
却
分
予
約
却
…旬、

健
康
講
演
会

米
問
題
を
考
え
る

二
百
十
人

(
保
育
可

t 董語=-:::ItJ-誠意ぞ3
事ltl'もず

献血I乙孟;脇1J毛/

'v 

d
開

+づ

仁

明
夕

日
加
ン

ロ
時
セ

月
れれ
民

3
相
市

とき

く〉街頭献血予定日

① 2月 5日 (土)ダイクマ平塚底

② 2月 11日 (祝 )紅谷パールロード

③ 2月19日 (土)紅谷パールロード

※献血時間は午前 10時~午後3時 30分

会場

-入場料 S 1$4 .300円、 A席3，800円
・前売所 市民センタ一、チケットセゾン、

チケットびあ(長崎毘4階)、ヤンレイレ

コード(ラスカ 4階)、稲元民楽総席、サ

クラ古底本l苫、花水.，f}J吉

-問い合わせ市民センター 2235 ';-11:1舌32

L
R
・K
Mr

下
/t 

、
、-。ご協力ありがとうございました く12月分〉

湊製作所、日本たばこ産業生産妓術開発センター・平塚工場、神様川県経済段撲

協同組合連合会、平屋事税務署、古河1'11気工波平塚事業所、キャノン平書家事業所



(4) 

総合体育館
施
設
の
予
約
怜
案
内

2
月
刊
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

平成6年 2月寸日

ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
文
化
施
設

を
通
信
回
線
で
結
び
、
施
設
の

利
用
手
続
き
や
案
内
情
報
、
催

し
物
情
報
の
提
供
を
行
う
「
公

共
施
設
情
報
シ
ス
テ
ム
」
が
、

い
よ
い
よ
二
月
十
日
(
木
)
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
。

こ
れ
に
伴
い
、
四
月
以
降
の

抽
選
に
よ
る
施
設
の
利
用
は
、

電
話
や
市
民
用
端
末
で
申
し
込

ん
で
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。

四
月
分
の
抽
選
に
よ
る
施
設

の
利
用
申
し
込
み
は
、
二
月
十

日
の
午
後
一
時
か
ら
、
五
月
以

降
の
利
用
申
し
込
み
は
、
利
用

す
る
日
の
二
か
月
前
の

一
日
か

ら
受
け
付
貯
る
。

{対
象
と
な
る
施
設
}

・
見
附
台
体
育
館
、
市
民
ス
ポ

ー
ツ
広
場
、
桃
浜
庭
球
場
、
学

校
開
放
夜
間
照
明
施
設
、
総
合

体
育
館
、
平
塚
球
場
、
総
合
公

園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
市
民
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
中
央
公
民
館
の
会

議
室
等

-
電
話
で
の
申
し
込
み

マ
公
共
施
設
予
約
セ
ン
タ
ー

(
氾
話
お
l
八
八

O
O
)

・
利
用
時
間
午
前
7
時
1
午

後
日
時
(
た
だ
し
2
月
刊
日
は

午
後
1
時
1
)

広報ひらつか第 520号

-
市
民
用
端
末
で
の
申
し
込
み

マ
市
役
所
市
民
ホ
1
ル

・
午
前
8
時
却
分

3
午
後
5
時

(土
、
目
、
祝
日
お
よ
び
年
末

年
始
は
休
み
)

マ
M
N
ピ
ル
内
ひ
ら
つ
か
ス
カ

イ
プ
ラ
ザ
日
階
ホ
1
ル

-
午
前
9
時

1
午
後
7
時
(
第

3
日
曜
日
お
よ
び
年
末
年
始
は

休
み
)

マ
神
田
、
金
田
、
金
目
、
旭
南

公
民
館
の
ホ
l
ル

・
午
前
9
時
5
午
後
叩
時
(
年

来
年
始
は
休
み
)

※
市
民
用
端
末
を
利
用
す
る
際

に
は
、
団
体
登
録
時
に
交
付
す

る
利
用
カ
1
ド
が
必
要
と
な
る

の
で
ご
注
意
を

-
利
用
に
は
登
録
が
必
要

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る

の
に
は

「団
体
登
録
」
が
必
要

と
な
る
。
登
録
を
受
け
付
け
て

い
る
場
所
は
次
の
と
お
り
。

マ
見
附
台
体
育
館

・
電
話
出
|
三
O
五
七

マ
総
合
公
園
管
理
事
務
所

.
包
括
お

l
二
二
三
三

マ
市
民
セ
ン
タ
ー

・
電
話
詑
|
二
二
三
五

マ
中
央
公
民
館

・
電
話
M
I
--
一一

一

スホ
l
ツ
教
室
で
す

ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団
で
は
、

体
力
の
向
上

・
健
康
の
増
進
を

図
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
ス
ポ
ー

ツ
教
室
を
聞
く
。

申
し
込
み
は
、
往
復
は
が
き

(
1
人
1
枚
)
に
、
希
望
す
る

教
室

・
コ
1
ス
名
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入

し
て
、
二
月
四
日

(金
)
ま
で

に
一T
捌
平
塚
市
大
原

一
l
一

平
塚
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団

(平
塚
球
場
内

・
電
話
お
l
O

一
O
ニ
)

へ
。
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
と
な
る
。

【第
5
回
水
泳
教
室
}

マ
日
程

2
月
四
日
1
3月
日

日
の
毎
週
火

・
金
曜
日
、

全
8

回・
時

間

午

後
6
時
却
分

3
8

時マ
会

場

総

合
体
育
館
プ
l
ル

マ
定
員
市
内
に
お
住
ま
い
、

お
勤
め
ま
た
は
通
学
し
て
い
る

方
(
高
校
生
は
除
く
)

。パスケッ トポール日本リーグ平塚大

会 (有料)

・9日17時30分住友金属 ×東芝、 19
時 三菱電機xNKK

※前売券は、総合公園管理事務所で発

売中 一般1500円(当日2000円)、

中日生1000円(同1300円)、小学生

500円(同800円}

。そのほかの主な大会

• 6日、11日 9時県中体連パドミン

トン大会

・ 12 日~13 日 9 時県卓球選手権大会

・ 26日~28日 パスケットボール日本
リーグ入替戦(有料)

※問い合わせは、総合公園管理

事務所 (電話35-2233)へ。

-
第
1
コ
1
ス
(
初
心
者
)

日
歳
3
刊

歳

刊

人

・
第
2
コ
l
ス
(
初
心
者
)

叫
歳
3
印

歳

加

入

・
第
3
コ
l
ス
(
初
級
者
)

四
歳
，
.
、
、
，
印
歳
叩
人

マ
参
加
料
五
千
円

〔第
3
回
女
性
卓
球
教
室
〕

マ
日
程

2
月
日
日

3
3月
日

日
の
毎
週
水
曜
日
、
全
5
回

・
時
間

午
前
9
時
却
分

5
正

午マ
会
場
見
附
台
体
育
館

マ
定
良
市
内
に
お
住
ま
い
ま

た
は
お
勤
め
の
女
性
初
級
お

人
、
中
級
お
人

マ
参
加
料

三
千
円

室
内
水
泳
大
会

第
八
回
平
塚
室
内
水
泳
大
会

が
開
催
さ
れ
る
。

マ
日
時

3
月
日
日
(
日
)
午

前
9
時

1

マ
会

場

レ

オ

S
S岡
崎
校

マ
申
し
込
み
締
め
切
り

2
月

日
日
(
火
)

競
技
種
目
、
参
加
賀
な
ど
に

つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
お
よ
び

申
し
込
み
は
、
平
塚
水
泳
協
会

(
安
木
さ
ん
・
電
話
回
|
三
七

四
三
)
へ
。消

費
生
活
モ
ニ
タ
ー
を

市
で
は
、
消
費
生
活
に
つ
い

て
の
ご
意
見
や
ご
要
望
を
し
て

い
た
だ
く
平
成
六
年
度
消
費
生

活
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
す
る
。

駅
伝
旭
北
が
優
勝
を

新
容
恒
例
の
市
内

一
周
駅
伝

が
、
総
合
公
園
か
ら
山
城
中
学

校
ま
で
の
五
区
間
、

コ二

・
九

J
Mで
行
わ
れ
、
市
内
各
地
区

の
代
表
が
健
脚
を
競
っ
た。

レ
ー
ス
は
、
昨
年
四
連
覇
を

阻
ま
れ
た
旭
北
チ

1
ム
が
、

一・

ニ
・
三
区
連
続
で
区
間
貨

を
取
る
な
ど
圧
倒
的
な
強
さ
を

見
せ
、

二
位
に
三
分
近
い
大
差

を
つ
け
ゴ
ー
ル
し
た
。

ま
た
、

三
浦
半
島
駅
伝
は
、

平
塚
市
A
が
優
勝
し
た
。

{第
刊
回
平
壕
市
内

一
周
駅
伝

競
走
大
会
}
1
月
9
目
、
幻
チ

ー
ム
が
参
加

・
優

勝

旭

北

(
三
輪
孝
幸
、

堂
迫
械
、
大
森
誠
、
市
川
盟、

小
島
市
)
1
時
間
位
分
5
秒、

2
位
港
、

3
位
旭
南
、

4

位
富
士
見
、

5
位
金
目
、

6
位
吉
沢
、
敢
闘
賞
其
土

{第
油
田
三
浦
半
島
県
下
駅
伝

競
走
大
会
}
1
月
日
目
、
ロ
チ

ー
ム
が
参
加

・
優
勝
平
塚
市
A

(鈴
木
達

仁
、
横
山
俊
二
、
営
一辺
誠
、
大

関
篤
史
、
小
幡
佳
代
子
)
、

2

位

藤

沢

市
A
、
3
位

横

須

賀
市

A
、
4
位

平

塚

市

B

(石
井
直
也
、
原
田
兼
由
、
山

口
力
也
、
日
程
信
和
、
里
見
麻

子
)、

5
位
横
須
賀
市
B
、

6
位

藤

沢

市

B

応
募
は
、
市
役
所
地
域
づ
く

り
課
お
よ
び
各
公
民
館
に
白
い

で
あ
る
申
し
込
み
魯
に
、
必
要

事
項
を
記
入
し
て
、
二
月
二
十

八
日
ま
で
に
地
域
づ
く
り
課
市

民
生
活
係
(
内
線

二
六
三
)

へ。マ
応
募
資
格

(次
の
す
べ
て
に

該
当
し
て
い
る
こ
と
)

①
市

内
に
お
住
ま
い
の
初
歳
以
上
の

方
、
②
モ
ニ
タ
ー
会
議

・
研
修

会
に
出
席
で
き
る
方
、

③
消
費

物
資
の
販
売
に
関
係
な
い
方
、

@
平
成
6
年
度
に
園
、
県
の
同

じ
目
的
の
モ
ニ
タ
ー
に
依
頼
さ

れ
て
い
な
い
方

マ
仕
事
の
内
容

①
ア
ン
ケ
ー

ト
へ
の
回
答、

②
モ
ニ
タ
ー
会

議
・
研
修
会
へ
の
出
席
、
③
商

品
の
品
質
・
価
格
等
に
関
す
る

調
査
、
④
消
費
生
活
に
関
す
る

提
案
マ
定
員

マ
謝
礼

生活関連物資価格調査表
消費生活モニタ-30人による 1月分の平均価絡

初
人

(選
考
あ
り
)

年
額

一
万
八
千
円

く
ら
し
の
勉
強
会

っ
か
ス
カ
イ
プ
ラ
ザ
会
議
室

マ
定
口
百
五
十
人
(
先
着
順
)

契
約
は
慎
重
に

M
N
ピ
ル
日
階
ひ
ら

一
つ
契
約
す
る
と
「
次
に
は

0
0も
必
要
」
と
次
々
に
契
約

を
勧
め
る

「次
々
販
売
」
。

最
近
「
断
り
き
れ
ず
に
契
約

し
た
が
払
い
き
れ
な
い
」
な
ど

の
相
談
が
増
え
て
い
る
。

契
約
は
慎
毘
に
、
ま
た
、
途

中
解
約
に
つ
い
て
の
確
認
も
お

忘
れ
な
く
。

消
費
生
活
相
談
は
、
市
民
相

談
室
(
市
役
所
1
階

・
内
線
二

九
一ニ
)
、
ま
た
は
平
塚
消
針
生

活
セ
ン
タ
ー

(
紅
谷
町
M
|
幻

T
マ
リ
ン
ピ
ル
4
階
・
電
話
幻

1
四
O
九
五
)
へ。

品 自 規 格 小売 1百 スーパー

合成洗剤 1. 5kg (無υン〉 725円 680円

サラダ滋l 1 kg(ポリ入) 458円 483円

しょうゆ 1 R-(パック) 314円 297円

トイレット
65m (12個) 460円 504円

ペーパー

豚 l発! 100 g (モモ肉) 152円 145円

鶏 ~fJ MI0個(パック) 148円 159円

さ tr 100 g (切り身) 199円 242円
じゃカ旬、も 1 kg(男爵) 212円 238円

ほうれん市 1把 197円 268円

み そ lkg(赤みそ袋入) 359円 394円

砂 ifffJ 1 kg(上 白痴) 244円 248円

食パ ン 1斤 165円 161円

r:r t由 18 R-(配迷) 917円

ガソリン 1 R-(現金) 120円

第33回実業団駅伝出場チーム募集偲冒飽@悶磁固 。見附台体育館 (悶舌31-3057)
・開放種目 以球、 バ ドミン トン、パスケッ

ト、軟式庭球(-16時}、バ レー06時-)

(月)午前9時~午後8時
{円) 1/ 

コース
第 llx: 総合公園一城仏小学校
第 2[天城山小学校六位r(1学校
，第 3区大イセ中学校 みずほ小学校
第 4区みずほ小学校 占沢小学校
第 5区 吉沢小学校山城中学校
全長 5ぷ.問
・チーム編成監督 1、
8人
-チーム編成は、同一都柴所単位で 1チーム
⑨ 申し込み 2月18日(金)午後5時までに、

平塚球場内体育課(匂話31-3060)へ。メンバ

ー交換会・監督会識は、 3月 4日(金)午後7時

平塚球場会謡笠で聞く。

-問い合わせ体育課体育係

6.6km 
7.4km 
5.0km 
7.0km 
5.9km 
31.9km 

選手5、補欠 2、計

3月20日(日)
午前8時30分出発

‘伸長I.害者i":_1'-
~'(I ， -" 

とき

ポ
一
ル

を

…

ト

参

一

一

ヤ
持

一

…
シ
の
、つ

一

ト

ぐ

一

ツ
動

一
ケ

運

一

一
ラ

用

も

ぎ
と

ぱ

一

…
目
よ

一

帯
血
電

Z
1

、

各

と

一

レ

-

「み
ん
な
で
考
え
よ
う
食
の

安
全
」
と
題
し
た
勉
強
会
が
聞

か
れ
る
。

講
師
は

「良
薬

・
添
加
物
は

わ
が
家
で
落
と
せ
た
」
な
ど
の

著
作
で
有
名
な
増
尾
清
氏
。

申
し
込
み
は
、
電
話
で
地
域
づ

く
り
課
(
内
線
二
六
三
)へ。

マ
日
程

・
内
容

・
3
月
1
日

(火
)

「知
っ
て

・
お
き
た
い
食
品
添
加
物
、
残
留

民
薬
」

・
3
月
日
日

(金
)

「家
庭
で

の
安
全
対
策
」

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
叩
時

1
正
午

マ
会
場

• 2月14日 (月)午後 1時~午後8時
・2月28日(月) か

。金田公民館体育館 叩活31 2136) 

0金目公民館体育館 (~1l~.!i58 0101) 

0神田公民館体育館 は話55-0239)
O旭南公民館体育館 何日31-2255)
・開放種目 バ レー (91時-13H初 、パド ミン
トン、 1:(球 (13肱子-161刷 、バスケッ ト(16
時-20日年〉

• 2月7日

・2月21日
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